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「使える」英語に近づけるための授業づくりの工夫
「意欲」と「気づき」を活かし「定着」につなげる一
学習開発コース (11220912) 鳥海志帆
Foreign language acquisition is not an easy process，出ldso it is necessary for learners to devote 
enough time to English study; therefore， they need to be well motivated. The purpose of this study 
lS加 searchfor teaching approaches that better motivate students to learn English， both in the 
classroom， and on their own time， sothat students can understand English better and put it into 
practical use. In this study， theories of second language acquisition and the concepts and aims of 
the new Course of Study町 etaken into consideration. 
[キー ワー ド] 意識と意欲， I使えるJと「使いたいJ，気づき，自律的継続学習，定着
1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及。湖究の背景
日本人は中学と高校で最低6年間英語の授業を
受けても「英語が使えない」とよく言われ，世界
的にも日本人の英語力は低いとされている。その
一方で，最近「コミュニケーション能力」が重視
され，平成25年度入学生から適用される『高等学
校学習指導要領j(以下， ~学習指導要領j) の外国
語科の目標は「積極的にコミュニケーションを図
ろうとする態度の育成を図り，情報や考えなどを
的確に理解したり適切に伝えたりするコミュニケ
ーション能力を養う」こととされている。「聞く・
話す・読む・書く」の4技能を総合的かっ統合的
にバランスよく育成し，生徒に「使える英語」の
力をつけることが求められている。生徒が英語を
理解し，自分のものにし，使えるようになるため
には多くの英語に触れることが不可欠である。『学
習指導要領』では特に生徒の発信力を高めること
を目標としており，英語を聴いたり読んだりして
その内容を理解し，その内容について自分の考え
も加えて，英語で話したり書いたりして伝えるこ
とができる生徒の育成が求められている。
平成23年6月末に外国語能力の向上に関する検
討委員会が「国際共通語としての英語力向上のた
めの5つの提言と具体的施策」を発表した。その
なかで，グローノ勺レ化に伴い，異なる文化・文明
との共存や国際協力の必要性の増大と海外への情
報発信の必要性やそれを支えるツールとしての英
語の重要性が述べられている。英語も含め外国語
は子どもたちの可能性を大きく広げる重要なツー
122 
ルで、あり， 日本の国際競争力を高める上での重要
な要素であることが指摘されている。グローバル
社会で求められる外国語能力とは，異なる国や文
化の人々と円滑にコミュニケーションを図ること
ができる能力であり，そのためのツーノレが外国語
であり，円滑にコミュニケーションを図ることが
できる能力には，異なる国や文化の人々と臆せず
積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度
や，相手の文化的・社会的背景を踏まえた上で，
相手の意図や考えを的確に理解し，自らの考えに
理由や根拠を付け加えて，論理的に説明したり，
議論の中で反論したり相手を説得したりできる能
力などが含まれるとしている。このことを，新学
習指導要領の言語活動の充実と関連させて考える
と，英語の授業は生徒の言語活動を中心として，
思考力・判断力・表現力等の育成を図るものにす
ることが求められているのだ。この提言において
も，生徒にグローバル社会における英語の必要性
について理解を促し，英語学習のモチベーション
向上を図ること，授業以外に英語を使う機会がほ
とんどないが，英語は実際に使うことによって習
得するものであるため，授業で生徒が英語を使う
機会を増やすことの必要性が述べられている。
英語を読んだり聞いたりしてある程度の内容は
理解できるが，そのことについて自分で英語を使
用して，内容や感想，意見を伝えることはできな
いとしづ生徒が多いのではないだろうヵ、一般的
に英語を重要であると捉えているが，その認識と
は関係なく英語学習や英語使用に対する意識や意
欲は多様である。日本人の英語力の低さの原因の
1っとして「文法・訳読」式の授業形態が社七判さ
れ，英語の授業は「コミュニケーション」活動を
重視するべきだとしづ指摘が多くなされてきた。
これまでの英語授業は実際の「コミュニケーショ
ン」と切り離された文法指導が行われていたこと
に問題があると言えるだろう oiコミュニケーショ
ンjを支えるものとして「文法Jは不可欠である
ということを踏まえ，言語活動と効果的に関連付
けた文法指導を行うことが求められている。しか
し，日本では「英語が理解できないと生活に困る」
ということはなく，英語を外国語として学習する
(EFL)。この環境は英語を第一言語・，あるいは母語
として学習する環境や生活のために必要な第二言
語として学習する環境(ESL)とは異なる。教室の外
で英語に触れる機会がほとんどないEFL学習環境
では自然と文法が身につくほど十分に英語に触れ
ることは期待できないため，英語は母語である日
本語とは異なることを理解し，英語を使うために
必要な規則として「文法jを理解し，習得するこ
とが英語を使いこなせるようになるためには必要
である。文法習得は理屈ではなく，文脈や状況か
ら判断させ，理解させ，ある特定の英語表現の使
い方・使用場面に気づき，それを理解し，実際に
使ってみることで身につく「活用できる文法Jの
習得が望ましい。そのために対人的なやりとり，
つまり「コミュニケーション」の機会を十分に設
けることが必要である。
教育実践フ。レゼ、ンテー ション Iでは) r外国語j
として英語を学習し，教室外で十分な英語に触れ
る機会のない日本で， 高校生が学校の授業を通し
て「使えるj英語が習得できるようになるための
鍵と思われる要素がいくつか明らかになった。そ
の1つは，英語学習に対する生徒の意識と意欲で
ある。英語の学習に対する必要感や意義を感じな
ければ，英語学習は1鋤武的な作業にとどまり)r定
着Jに至らず，「使えるJようにはならない。さら
に，学習した内容を自分のものとして「定着Jさ
せるまでの過程も重要である。何をどのように学
習することが「定着Jに効果的につながるのか，
授業では言語活動とコミュニケーションをし1かに
関連づけることが有効なのかも考慮すべきである
ことがわかった。これらのことを意識してどのよ
うに授業を展開するのか，どのような活動を，ど
のような流れで実施するのかが課題としてあげら
れた。
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(2)研究の目的
①『学習指導要領』で求められている英語力を
育成する授業方法を検討する。
②「使える」英語を習得させるために，生徒に
英語を「使いたいJr使えるようになりたい」
と恩わせる(動機づけ)方法を探り，学習意欲
を高め，主体的に学習する自律的学習者を育
てる方法を追及する。
③生徒が「意識」しながら英語を理解し，使え
るようになるための授業展開や学習方法の探
求を試みる。
(3)研究の方法
①文献研究で，第二言語習得研究や様々な制受
法・指導法について検討し， 実際に「使える
英語jの力を身につけることを意識した効果
的な方法を探る。
@J'受業研究を通して，生徒に「使える英語Jの
力をつけるための有効な表現活動を研究し，
実践を踏まえ，活動を活かす効果的な授業展
開のあり方を検言すする。
2 先行研究の検討
(1)第二言語習得
ここで言う「第二言語Jとは，第一言語(母語)
以外の言語を意味する。ある言語の学習環境が「外
国語」である (EFL)のか)i第二言語」である(ESL)
のかの環境の違いを述べる際の「第二言語Jとは
異なる。子どもではない学習者が第二言語をうま
く習得するには，その言語の学習に対する必要性
やその言語が話されている国・地域， その文化や
人などに興味関心， また， 間違いをあまり恐れず
にコミュニケーションを図ろうとする姿勢が成功
の鍵と言われている。そこで第二言語習得研究に
おける学習者の意欲と学習成果の関連性，効果的
なインプットとアウトフ。ットの方法やその過程に
ついて文献研究を行った。
①動機づけについて
白井(2008)は日本人が英語ができない大きな理
由の lっとして動機づけの弱さをあげている。 そ
れは日本国内では英語が使えなくても実際に困ら
ないからである。ただし動機づけの強弱と学習
量と能力の伸長の関連について数値で示すことは
難しく，まだ明らかになってはいない。それでも
第二言語習得において何らかの影響を及ぼしてい
るものと考える。
②インプットとアウトフ。ットについて
白井 (2008)，Brown (2007)， Lightbown and 
Spada (2006)はすべて，インフ。ットとアワトプット
のバランスと，意味のある理解可能なインフoット
を与えることの重要性を指摘している。アウトプ
ットには自動化の効用があるが，インタラクショ
ンの前提としての十分なインプットが欠かせない。
また，英語学習の初期段階でのスピーキング重視
のマイナス影響にも言及している。「話す・書く」
よりも多く「聴く・読むjを意識して活動を設定
するべきなのであろう。
③自律的学習者の育成について
Brown (2008)は，学習者の自律・意識(自覚)・
実行が重要な役割を果たし，学習者自身が自律的
学習者となり，自分に適した学習スタイルに気づ
くべきであり，自発的学習と自己の学習に責任を
持つことの重要性について言及している。
(2)表現力(アウトプット)の育成
金子(2012)は，新課程で育てる英語で表現する
力に関して「伝えたい」意欲を高める指導につい
て述べている。話したり，書いたりすることは，
聞き手や読み手とコミュニケーションを行う社会
的な行為であり，伝える内容を持ち，伝える目的
と必要性があって行われるものであるとし，コミ
ュニケーションの道具として英語を用いて発信す
るためには，正確で適切な英語使用の重要性に気
づき，発信の根源である「伝えたい」意欲を持ち
続けることが重要であるとしている。そして「書
く」活動を中心にした意欲向上の方法を述べた。
また，コミュニケーションとしてのライティング
活動を効果的に実施するには伝えたいという意欲
に加えて基本的な英語力が当然必要になる。伝え
たい内容があっても英語力が不足していれl古車切
な英語は書けない。伝えたい内容が上手く表現で
きなし1と，伝えたい意、欲も低下し，酎居環に陥る。
伝えたい意欲と英語力をバランス良く育成するこ
とが必要だと示唆している。生徒の書く能力につ
いての問題点として言語情報の処理速度の遅さを
あげ，処理速度を上げるために情報処理の自動化
が必要であり，メッセージを形成する概念化，そ
れを文法化・文字化する形成化，書く運動機能の
プロセスを経て完成する書く行為，自分や他人が
発信する情報を読み，理解するプロセスを経て，
概念化に戻るサイクルを繰り返すことで自動化は
進むと述べている。このことを考慮して書く活動
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を考えなければならない。
平原(2012)も， i使いたい」という動機と「イン
テイクJ(内在化)の関連を指摘し， 1英語を使いた
い」という学ぶ意欲が，生徒の自発的な表現を促
す「インフ。ット→インテイク→アウトフ。ットJの
準備段階として必要であり，生徒に英語を楽しま
せ， 1使いたしリと思わせたうえで，使えるための
文法指導とアウトフ。ットを結びつけることが重要
だとしている。生徒の活動が促進されるレッスン
プランは意味のあるコンテクストの中で文法事項
を導入し，それが使用される必然性を理解させて
ノレールの内在化を図り，無理なくアウトフ。ットに
有機的につながるものであるとしている。
話すことに関しては，向後(2011)が『学習指導
要領』で求められている 4技能統合におけるスピ
ーキング指導について言及し，すべての授業の中
心は言語活動であり，それは言語材料を理解させ
る場合も当てはまるとしている。何のために理解
するのかを明確にし，様々な活動を通して理解を
深めるよう注意を促すことが肝要である。
(3)授業展開
①文法指導について
村野井(2011)は， w学習指導要領』では文法指
導の在り方について「文法については，コミュニ
ケーションを支えるものであることを踏まえ，言
語活動と効果的に関連付けて指導することJと記
載されている理由として，現状のコミュニケーシ
ヨンと切り離された文法学習，言語活動と結びつ
かない文法指導をあげ，生徒が文法を使えるよう
になる指導のあり方について言及している。文法
規則を記憶するのが文法学習ではなく，それでは
コミュニケーションに直接役には立たない。学習
者の中に文法体系とし、う「植物」を育てるという
有機的なアプローチで教え方を変え， 1.模倣反復だ
けではなく，水や光を与え(インフ。ット)，肥料(明
示的説明)を補い，文法の芽が自ずと伸びる機会
(アウトフ。ット)を整えると，花(文法システム)が
咲く」とした。第二言語習得理論では文法習得を，
形・意味・使用/機能のつながりを把握すること
であり，その文法の運用能力を高めるためにコミ
ュニケーション・タスクを用いた言語活動が有効
である。また，学習者がインフ。ットの意味処理を
する十分な機会を与え，学習者自身に自分の言語
体系を構築させる必要性，つまり言語知識が自動
イじするためにドリルも必要で、あるO さらに「やっ
ていて意味がある」と生徒が感じる言語活動を行
うべきであり，文法と語葉によって支えられた意
味ある言語活動についても言及している。
②言語活動について
文法の運用能力を高めるために，コミュニケー
ション・タスクを用いた許否活動の有効性が指摘
されている。効果的なタスクの条件はa)タスクの
到達点が明確であること， b)タスク完了のために
情報交換が必須であること， c)実際のコミュニケ
ーション活動と同じか類似した作業であること，
d)内容が学習者の興味・関心・知的レベルに合致
していることである。
向後(2011)は『学習指導要領』上の言語活動と
「話すこと」の指導について，様々な活動を関連
させ，それらを活かして理解を深める指導の必要
性を訴えている。また， 言語活動の充実は全教科
で思考力・判断力・表現力等を育成する観点から
言語活動の充実を図ることとされており，複数の
技能が統合された言語活動の必要性lこついて言及
し，不可欠な学習活動の内容として次の6点をあ
げている。 a)体験から感じ取ったことを表現する。
b)事実を正確に理解し伝達する。 c)概念・法則・
意図などを解釈し，説明したり活用したりする。
d)情報を分析・評価し，論述する。e)熟哩につい
て，構想を立て実践し，評価・改善する。 f)互い
の考えを伝え合い，自らの考えや集団の考えを発
展させる。
倒受業形態
「プロジェクト型学習jは，コミュニケーショ
ン活動を授業で展開していくことが求められる学
習指導要領下で， r学習者の主体性を引き出して意
欲を高めるJr英語に触れる量・質ともに向上するj
「英語で表現することに前向きになるJr生徒同士
の学び合いを深めるJなどの利点が注目されてい
る。田中 (2011)はプロジェクト型学習 は
discussion， research， presentationの3つの活
動を含み，これが方法論上の大きな特徴であると
している。アイディアの創造・言語化・共有化の
3つをdiscussion狙いとし，現状把握と可能性の
2つを researchの狙し1としている。 researchは
discussionに素材を提供し，アイディアの有効性
を確認する手段であり，この2つを相互に作用し
合うことが創造的思考の実践に必要であると述べ
ている。さらに，構想されたアイディアを外部に
差し出す寸子為が presentationであり，効果的な
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presentationにはスキノレが必要で、あるとしてい
る。このpresentationを行うことでフィードパッ
クが得られ，それがさらなる discussionや
researchの契機となり，この3つの相互行為の連
鎖がプロジェクト型学習の根底をなす原理である
と述べている。
教科書を使用したプロジェクト学習の方法とし
て， レッスンのテキスト全体に a)overview，
b)language in text， c)content construction， 
d)discussion & presentationの4つの側面(活動
タイプ)からアプローチするやり方を構想、してい
る。 overviewの役割は射程を設定し，全体像を把
握することであるが，この際テキストを
approachableにする工夫が必要である。language
in textは語葉，文法，慣用表現の観点からテキ
ストを構成する言語そのものに注目することであ
り，テキストを構成する言語を丸ごと学習対象と
し，文法とテキストを分離させず，gra蜘 arin text 
という観点を重視することが斬敷で、ある。content
construction は生徒中心のプロジェクトで，英文
の理解における読み方によって内容構成の仕方が
異なることに注目している。生徒自身が読んだテ
キストの内容を独自の創意工夫を生かして構成す
ることで¥テキストへの積極的な関わりが行える
こと，テキストのタイプによって content
constructionの仕方が異なり，その違いが，情報
構造の組み立て方やレトリックという方法への気
づきを与えることが大切である。 discussionand 
presentationはまさに生徒中心のプロジェクト
であり，ポイントはテキスト内の論点を見出だし，
それについて教室内で、グループ。に分かれ，議論を
行い，必要に応じてリサーチを行い，そして議論
やリサーチの結果のフ。レゼンテーションを教室内
で行うというものである。
プロジェクトは協働作業であり， authenticで
meaningfulでpersonalな活動になるし，明確な
アウトプットをするため達成感にもつながり，活
動の多面性により英語が苦手な生徒の活躍の場も
考えられ4尋る。
金谷ら(2012)が提唱する授業では成果は「見え
る」形にすること，生徒に英語で話し，書くこと
の必要性を認識させて，授業に対する意識を変革
する重要性を授業における留意点としてあげてい
る。また，アウトプットに関しては十分なインプ
ットが前提となり， 4技能の統合することは問配
分にすることではないことが指摘されている。十
分なインフ。ットは a)授業の流れの中でソレーティ
ン化され，何度も繰り返し用いられること， b)長
くなく，真似・再生しやすいものであること， c) 
生徒の理解の範囲内であること， d)教師と生徒の
自然なやりとりの範囲内であること，の4点が述
べられている。さらに，ライティングについては
フィードパックに言及し，ポイントを絞った，書
き直しなど次の課題を見据えた，意欲を低下させ
ない内容についてのものであるべきとしている。
どの視点も，実際のコミュニケーションは双方
向であることを念頭においている。授業中にイン
タラクションの場を設けるためにベアやグループ。
での活動を取り入れることの有効性を忘れてはな
らない。そして，生徒の意欲を維持し，能力を伸
ばすことを可能にするためには，やりがし、があり，
遂行可能である目標の設定も重要であることを意
識して授業を組み立てることが望ましい。
3 実践と結果及び考察
(1) A高校で、の授業実践について
①対象生徒について
山形県内公立高校の3年生，特に文系の生徒を
対象にしている。文系はほとんどの生徒が選択科
目の英語を履修しており，理系よりも英語の授業
時間が多い。その授業はコミュニケーションを重
視し，実際に英語を聴く・話す・読む・書く活動
に重点をおいている。 5月に実施した英語に対す
る意識に関するアンケートでは，全体で 126人
(67出)，文系で54人(71出)の生徒が英語を「好きJ
「どちらかというと好き」と答えた。その一方で，
英語が「得意JIどちらかというと得意」と答えた
生徒は全体で55人(29出)，文系で27人(36出)であ
った。また， 4つの技能(聴く・話す・読む・書く)
に対して「自信があるJI少しある」と答えた生徒
は， (聴く〕白百す〕では約35人(15併盟主)， (読む〕
では70人(37見)， (書く〕では61人(31出)で、あった。
なお，4つの技能すべてにおいて生徒の95目以上が
「できるようになりたいJI少しなりたしリと答え，
英語に対する苦手意識に関わらず，英語の重要性
を感じ，使えるようになりたいと思っていること
が明らかになった。
②授業実践について
教科書などで多くの英語を目にしているが，読
んで、理解で、きても聴いて理解で、きない， I話す・書
グラフ 1.英語に対する意識 (5月) [人]
好を
どちらかというと符き
固
ど怠らかというと嫌い
20 40 60 
どちらか左いうと得意
" -
?
どちらかというと苦手
若手
w ~ W 60 10 
グラフ2 英語力に対する自信 (5月) [人]
Listening 
告~
。 20 40 60 80 100 120 
Speaking 
?????
?????
?? 固
Reading 
ある戸111w 固
20 40 60 80 100 120 
Writing 
f什~ 1. 111 目立
o 20 40 60 80 100 120 
126 
くJを通して自己表現できない生徒が多い。 目で
見ている文字とその音が一致した状態で定着して
いないのではなし 1かと考えた。その対策としてす
べての授業において「音読」を活用した。 声に出
して英文を読むことで音・文字・意味を関連させ
て一緒に定着させることを意識させた。また，実
際に英語を使うことで生徒の英語学習に対する意
識や意欲が変化し， r使えるJと感じることでもっ
と「使いたい」と思い，効果的な英語学習が行わ
れるのではなし1かと考えた。そのため授業では英
語を使用する場面を可能な限り増やすよう心がけ，
そのなかで生徒に英語を「意識j しながら理解し
たり，使わせたりして， r再認識(気づき)Jさせ
ることで， r意識Jしなくても使える，つまり「定
着Jにつながるので、はなし1かと考えた。流れの一
例は「英語に触れる(読む ・聴く)→考える→話
す(意見交換)→書く」の繰り返しである。書いた
ものはALTがチェックする。その後，気になる間
違いなどを全体的に指摘しながら返却(フィード
パック)し， 生徒に 「気づき(再認識)Jを促し，次
回「意識j して使わせる。この流れのなかで 「聴
く・話す・読む・書く」 の関連性にも注目を促す。
英語習得に興味を持たせるために，楽しいだけで
はない，深い，意味のある活動を取り入れ， ALTと
のTTも効果的に活用し， r自分の英語が通じる」
としづ実感や， r英語で話したい」と感じさせるこ
とで英語学習への 「意欲」が高まり，学習意義が
生まれ，学習効果も高まり，言語活動に対する取
り組みが積極的になり，徐々に自信をつけ，主体
的・自律的に英語学習への取り組みを促し， r使え
るJ英語に近づけることを試みた。
書くとし1う作業には「思考力・判断力・表現力j
のすべてが必要とされ，これは『学習指導要領』
において英語に限らずにすべての教科で言語活動を
通して生徒につけることが求められている力であ
る。生徒にある程度まとまった英文を書かせるた
めには「書く目的jが必要で、あり，効果的な場面
が設定できれば「話す」力につながるのではない
かと考えた。そこで、，あるテーマについての英文
を聴き，読み，そのことについて意見交換をし(話
し)，まとめの作業として書く活動を設定した。テ
ーマや個人的な関心の度合いにより差はあるが，
徐々に書くことに対する抵抗は減り，相手に伝え
る， 理解してもらうことを意識しながら英文を書
くようになったと感じている。また，生徒の書い
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た英文を回収して嬬忍することで， 話す作業では
なかなか個別に有信忍できない英語の使用における
生徒の間違いなどが把握でき，フィード、パックに活
かすことができた。生徒の間違いには基本的な語
法・文法上の誤りだけではなく，母語である日本
語がかなり影響していると予想される間違いが多
いことがわかった。
さらに，授業で聞いたり読んだりする目的を生
徒に事前に理解させ，聞いたり読んだりした後に，
何を話したり書いたりするのかを把握させ，それ
に応じて聞き方読み方を変えるよう促すことを意
識した。また， ~学習指導要領』の目標の柱の l
つで、ある「情報や考えなどを的確に理解したり適
切に伝えたりする」ことができるようになる，つ
まり，英語の音声や文字を使用して実際にコミュ
ニケーションを図る能力をつけるために，場面や
状況，相手の反応などを踏まえながら，自分が伝
えたいと思うことを相手に伝わるようにすること
を目標とし，双方向のコミュニケーション活動と
現実のコミュニケーションを念頭におき，即興で
話すことを意識した活動を実施した。
また， 4技能の関連性を意識した授業を試み，
学期のまとめにパフォーマンステストを実施した。
1学期のまとめは生徒1人ずつがALTとインタヴ
ュー を行った。 事前に自分で選んだテーマについ
て約3分ALTに話し，それについてALTからの質
問に答える形式である。 事前に話す内容を考える
ことはできるが，原稿読み上げは禁止したため，
ある程即興に近い形で実施できたと考える。評価
については事前に観点を決め， ALTのその場での
評価と JTEが録音したものを聞いて行った評価を
合わせた。このテス トでは，取り組みはかなり前
向きであるが， 質問への対応から判断すると「聴
いて理解するj力が弱いことが明らかになった。
2学期のまとめは 3人でのディスカッションを
実施した。生徒3人にその場でテーマを英語で与
え， 3分の準備時間の後にディスカッションをし
流れや時間に応じてALTからの追加質問や問題提
起がなされた。評価は事前に決めた観点に基づき，
ALTとJTEがその場で、行った。生徒の取り組みは
以前よりもさらに意欲的になったように感じられ
たが，テーマが難しいこともあり，短時間で自分
の考えをまとめ，さらに他者の意見を聞き，理解
した上でそれに対するコメントをすることに難し
さを感じているようだった。テスト後のアンケー
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トでは「思ったより英語が話せないとわかったj
など， I言いたいことJと「言えることJのギャッ
プを再認識したと思われる感想が多かった。「でき
ないj と気づいたことで自信をなくした生徒も多
かったようだが，意欲は失わず，逆に「もっと頑
張ろうと思ったJなど英語に対する学習意欲が上
がったと感じられる感想が多かった。
5月に実施したアンケート調査と同じ内容のも
のを1学期まとめのインタヴューテスト後の7月，
2学期まとめのディスカッションテスト後の12月
に実施したが，苦手意識が緩和された以外は数値
上の変化はあまり見られなかった。ただし，生徒
のコメントには変化が見られた。 5月の「苦手科
目j とし1う意見が 12月には減り， Iもっと英語を
頑張ろうと思ったJIわかれば/できれば楽ししリ
円吏えるようになりたしリ IALTともっと話した
しリなどの意欲面で前向きな変化がみられ， I受験
科目・教科の 1つj としづ捉え方から「将来役立
つ・必要になるものJIコミュニケーションの手段」
「世界を広げるもの」という考えに変わった生徒
が多かったO 話したり，書いたりする活動におい
て， I自分の意見を相手に伝えよう」とする心がけ
や，授業中や授業外でも英語を使おうとする姿勢
が見られた。
(2) B高校で、の教職専門実習IIについて
①対象生徒について
県内公立高校1年生でペアワークとグループ学
習をメインにした授業を行った。英語によるイン
タラクションはもちろん教科書の内容についての
意見交換の場としても有効に機能させることに留
意した。他者との話し合いにより，疑問点が解決
したり，考えが深まったりしているようで、あった。
さらに各班の意見をクラス全体で共有することで
理由や根拠について深い思考が促されるようであ
った。特にジグソー学習を取り入れた授業では普
段よりも積極的に取り組む姿が多く見られた。し
かし，班構成に留意しないと意見交換が進まず，
グループ。が機能しないことも明らかになった。
4 まとめ
(1)インフ。ットとアウトフ。ットについて
アウトフ。ットができるようになるためには，そ
の準備が整っていなければならない。生徒に十分
なインフ。ットを効果的な形で与え，それを生徒が
理解し，自分の言語体系に取り組むことで初めて
定着し，使えるようになる。生徒の学習段階を考
え，理解可能なインフ。ットを与え，それを使用し
なければならない場面を設定することが必要で、あ
る。さらに実際のコミュニケーションを意識し，
即興性の求められるアウトフ。ット活動も取り入れ
る必要がある。アウトプットすることで，生徒自
身が自分の使用する英語に気づき，それが定着を
促進する。
(2)フィードパックについて
生徒のアウトプットの間違いを指摘すること
(フィードパック)が必ずしもすぐに修正につなが
る訳ではないが， 1気づき」を促すことでインテイ
クにつながっていると推測した。アウトフ。ツトす
る際に「通じれば1;¥1; ¥j という思いが強すぎると
正しい英語には近づかない。逆に間違いを気にし
すぎてアウトフ。ットの量が減るとフィードパック
を与えることができない。また，フィード、パック
のタイミングと方法3 内容と量に留意しないと効
果的に作用しない。また，高校入学段階からの間
違いが卒業間近になっても直りにくいことから，
化石化と呼ばれる間違いの定着の修正はかなり困
難であるため，初期指導が重要であると言える。
(3)学習者について
個々の学習者の習得体系は異なり，それぞれに
適した学習スタイルを提供することが求められる。
また， 日常生活で英語に触れる機会はほとんどな
く，限られた授業時間で十分な英語に触れること
はないため教室外でも意識的に英語に触れる必要
がある。学習意欲が能力向上に影響するかどうか
は数値では測れないが，取り組まないよりは取り
組んだ方が学習効果はあり，英語力は向上する。
さらに授業外でも英語に意識的にかかわることが
英語力向上には不可欠である。主体的自律的学習
者の育成を意識することが生徒の英語力向上にプ
ラスの影響を与える。
5 到達点と課題
①生徒のアウトフ。ットで学習段階を確認し，適切
にフィードパックすることが重要であるとわ
かったが，生徒個々の状況把握と評価の方法が
難しい。
②定着のために十分なインフ，0;;トと適切なアウト
プット活動が必要で、あることが明らかになっ
たが，どのような活動が効果的で，どのような
流れで実施することが定着につながるのか，さ
らに研究が必要である。
創受業内の英語だけでは質も量も限界があり，不
十分である。教室外で自主的に英語に触れる継
続的自律的学習者を育成するための有効な手
立てを考える必要がある。
@生徒につけたい力を明確にし，手)1慣とともに提
示することが必要であるが，英語によるコミュ
ニケーショ ン能力と現在の大学入試で間われ
る英語力の両方を向上させる方法を追求する
必要がある。
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